
 

 
 
 

 

 

この時期に 

どんなことが

できるか考え

てみませんか 
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それぞれの観点に沿った内容にします。1つの項目に、複数の

観点を入れないようにします。例えば、「正しい英文で、複数の

情報を加えながら説明することができる」では、「知識・技能」

「思考・判断・表現」の両方の観点が混在しています。 

「目的・場面・状況」に合っ

た内容として適切かを判断し

ます。文法の正確さを評価す

るのではなく、英語による発

話内容で判断します。 

 

抽象的な表現の場合、具体的な英文

を示したり、動画で見せたりしまし

ょう。Aや Bの姿をイメージできるこ

とが大切です。 

この場合、相手を意識して伝えるというのはどういうことかを

生徒と共有しましょう。表情やジェスチャー、声の大きさ、情

報量などが考えられます。学年に応じて、具体的に示すことも

良いでしょう。 


